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離島住民の健康を守る 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

国際島嶼医療学講座 国際離島医療学分野 

企画交流部会 部会長 教授 嶽﨑俊郎 

鹿児島大学医歯学総合研究科に離島医療を

テーマにする国際島嶼医療学講座が設置され

て 19年になります。「離島住民の健康を守る」

というミッションのもと、時に島嶼研とも連携

しながら様々な取組みを行ってきました。

「離島住民の健康を守る」直接的な取組みは

保健医療福祉機関や行政が担っています。私達

が取り組んできたのは、全ての医学生に離島医

療を学び、現場で体験してもらうことでした。

離島・地域医療実習では全ての学生に離島へき

地医療機関での実習を始めました。これまで特

別なものであった離島医療が、皆が知っている

離島医療になりました。さらに、地域医療を担

う義務を持って入学した地域枠学生には低学

年からカリキュラム外に追加の離島実習を体

験してもらいモチベーション向上を促し、保健

学科や歯学部学生にも離島実習は広がり、離島

医療に直接的、間接的に関わりを持つ若い医療

人が増えていきました。

研究面では、奄美 5島で生活習慣病予防のた

めの住民ベースの疫学研究を 2005 年から開始

し、2035年まで継続します。離島で継続した研

究を行うことで、地域の抱える健康課題解決の

基盤となるデータと人的ネットワークが構築

されるとともに、学術的にも興味ある知見が得

られました。また、島嶼での研究は、研究者を

育成するための魅力的な場となり、離島医療に

興味を持つ若い研究者達を呼び込み、育てるこ

とができました。

離島での研究基盤は、行政が抱える住民の健

康課題解決に関して、大学が学術的に貢献でき

る場にも繋がり、多くの受託研究を受け、解析



(2) 島嶼研だより No.83 

 
結果を離島の行政と住民にフィードバックで

きました。

さらに、離島を活用した行政の健康増進の取

り組みは、国際的な保健医療人材育成の場にも

なりました。大洋州島嶼国は、グローバル化に

伴い、生活習慣が大きく変化し、肥満者や糖尿

病も大きく増えています。当講座では開設時か

ら海外からの研修員に対し JICA 研修コースを

実施しており、小島嶼国と共通する健康課題を

抱える奄美での体験型研修は、大変好評でした。

このような教育、研究、地域貢献、国際貢献

を通じて「離島住民の健康を守る」取組みは、

鹿児島大学のミッションにも合致していきま

した。私は今年度で定年ですが、これまでの取

組みは途切れることなく、次世代に引き継がれ

て発展していきます。様々な制限や課題ととも

に魅力を有する島嶼をテーマに、島嶼研の活動

が益々発展するとともに、島嶼地域の課題解決

と活性化に貢献することを祈念しています。

請島の巡回診療に同行する医学生
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学生奮闘記  

奄美群島での魚類の研究―新種の発見や魚類リストの作成―

藤原恭司（鹿児島大学連合農学研究科）

私は魚類分類学を専門としており、特に細長い体型で、腹部に発達した吸盤をもつウバウオ科

の仲間の分類をテーマとしている。このグループは漁業などでは採れず、また水揚げもされない

ため、自身で採集を行い、研究に用いる標本を作製する必要がある。私は特に分類学的に問題を

抱えていた熱帯～亜熱帯域に生息するウバウオを採集するために奄美群島の離島でダイビング

を用いた調査を実施した。

これまでの調査の内、特に大きな成果があった沖永良部島での調査を紹介する。この調査では、

ウバウオの中でも棘皮動物のウミシダ類に吸着する特異な生態をもち、詳細な調査が求められて

いたタスジウミシダウバウオとよばれるウバウオ（写真 1）を採集することを目的とした。この
ウバウオはダイビングとしてはやや深場でかつ、よく流れがあたる場所に生息するウミシダの中

に隠れて生活するため、これまでほとんど標本個体が得られていなかった。調査では、なかなか

ターゲットを見つけることが出来ず、苦戦した場面もあったが、地元のダイビングショップの

方々などと協力関係を築くことができ、最終的には研究に必要な個体を私自身で採集でき、大変

うれしかった。研究の成果としては、このタスジウミシダウバウオには一致する学名がないこと

が判明し、2021年の 10月に新種、Lepadichthys geminus Fujiwara & Motomura 2021として国際誌
に発表することが出来た。さらに、この調査では、これまで見たこともないウバウオ（写真 1）
も採集することが出来た。これは現在、未記載属・種（新分類群として公表される前の呼び方）

と考えられ、研究を続けている。

私の所属研究室では魚類の分類以外にも鹿児島県の離島を中心に、どんな魚がどこに生息して

いるか（魚類相）を明らかにする研究も実施している。この一環として、私は喜界島の魚類相を

明らかにする研究に取り組んだ。魚類相の研究では、上記のようにあるターゲットのみを狙うと

いうものとは正反対で、いろいろな環境を幅広く調査し、様々な魚類を採集するということが重

要であり、同じ島での調査でも特色が大きく異なる。私はその調査の計画立案・指揮なども経験

することが出来、不慣れながらも、地元の方々を含め多くの協力をいただき、充実した調査にす

ることが出来た。これらの調査の成果は、さらに喜界島の魚類リストとして取りまとめるところ

まで漕ぎつくことができた。今後は、撮影した魚の写真を用いて、喜界島の魚類ポスターを作成

したいと考えている。

 
写真１：沖永良部島調査で採集されたウバウオ

科魚類（写真上と真中：タスジウミシダウバウ

オ Lepadichthys geminus; 写真下：未記載属・種
と考えられるウバウオ）全て鹿児島大学総合

研究博物館所蔵

 
写真 2：喜界島での調査風景
（写真に写っている人物は筆者）
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南西諸島における海陸地震観測

仲谷幸浩

（鹿児島大学地震火山地域防災センター附属

南西島弧地震火山観測所）

鹿児島県が位置する九州南部から南西諸島

北部の領域は、東側でフィリピン海プレートの

沈み込みによって南西諸島海溝が形成され、西

側で沖縄トラフの拡大が進行する、複雑なテク

トニクス下にある。このようなプレート運動に

起因する地震・火山活動を理解するには、観測

に基づく研究が不可欠である。

1995 年の阪神・淡路大震災以降、日本列島

には数多くの地震観測点が設置され、現在では

約 2,000点からなる高密度な観測網が稼働して

いる。しかしながら、島嶼部である南西諸島北

部域の地震観測点は極めて少なく疎ら、かつ直

線状に並ぶため、地震の震源決定精度が低くな

る問題を有する。鹿児島大学南西島弧地震火山

観測所では、有人・無人離島の地震観測を強化

するとともに、トカラ列島東方海域における海

底地震観測を 2014 年から中長期的に展開して

おり、地震活動の詳細な把握を目指している。

本講演では、南西諸島北部域における島嶼部

および海底地震計の観測データによって得ら

れた成果を示すとともに、2021 年 4 月にトカ

ラ列島近海で発生した群発地震活動の概要に

ついても紹介する。

仲谷幸浩氏

第 215回 2021年 12月 13日

地域のこどもたちの心身の健康を

サポートする

網谷 真理恵

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科）

近年の COVID-19 パンデミックによる学校

の不規則な登校など生活リズムの変化により

こどもたちの抑うつ状態を増加させるなどの

影響を与えているといわれている。COVID-19

パンデミック前から「不登校」児童は年々増加

傾向であり、文部科学省の調査によると令和 3

年度は 49 人に 1 人が不登校児童という現状に

ある。その背景として、友達や先生との関係だ

けではなく、身体の不調、生活リズムの乱れ、

インターネットやゲームの問題なども多い。さ

らに約 2 割は本人にも理由がわからずに漠然

と不安感を感じている。

このような背景から、学校を休むというこど

もたちの行動は、友人関係や教師との関係性な

どの環境だけの問題ではなく、個々の置かれて

いる背景を身体―心理―社会的な視点から包

括的に支援するサポートが必要である。本人や

保護者、学校関係者とともに、こどもたちのお

かれている悪循環を医療の立場からアセスメ
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ントし、腹痛や頭痛などの身体的な不調および

心理社会的な背景について、心理療法、親子関

係の調整、学校との連携、地域社会の問題点を

とらえ、適切に介入しサポートしていくことが

求められている。私たちは何らかの理由で学校

にいけないこどもたちに対し、生活指導、漢方

やヨガを用いた介入、心理療法、保護者―学校

連携のサポートを行い、こどもたちの社会適応

や自立を促す取り組みを行ってきた。

本講演では、こどもたちの心身の健康向上に

向けて、特に学校にいけないこどもたちの包括

的な支援について紹介する。

網谷 真理恵氏

第 216回 2022年 1月 24日

西表島におけるオカヤドカリ類の貝殻利用と

幼生放出

土井 航

（鹿児島大学水産学部）

陸生のオカヤドカリは、水生のヤドカリと同

様に巻貝の殻を移動可能な住居として利用し

ており、軟弱な腹部を常に殻の中に入れ、危険

を感じたときには体全体を殻の奥に引っ込め

て身を守る。オカヤドカリが利用する貝殻は海

産腹足類に由来するため住宅事情は海中の水

生ヤドカリよりも厳しい。穴開きの欠陥住宅や

古民家で我慢する個体もみられる。貝殻を作る

腹足類は有史以前から食糧として利用され、海

岸付近には貝塚がみられる。オカヤドカリにと

って、貝塚は魅力的な住宅展示場で、周辺で暮

らす人間の残飯や排泄物はフードコートであ

る。本発表の前半では西表島の 2つの集落跡地

と周辺の離島で行われたオオナキオカヤドカ

リという大型種の個体群構造と貝殻利用に関

する研究例の紹介を通して、オカヤドカリと人

間生活の関係について考察する。オカヤドカリ

の幼生は海中で生活するプランクトンであり、

生育には海水が必要なため、抱卵雌はふ化幼生

を海中に放すために波打ち際まで移動する。一

般的には砂浜の上で波をかぶりながら、殻の中

から幼生を出すが、コムラサキオカヤドカリは

マングローブを構成するヒルギ類の幹や枝、根

につかまった状態で幼生を放出する。後半は浦

内川河口で行なわれた同種の幼生放出に関連

する木登り行動の野外調査の結果を紹介する。

選択する木の種類や大きさ、位置と、幼生放出

行動の周期性に、どのような適応的意義がある

のか、他種の知見を交えながら考察する。

西表島網取に生息している

オオナキヤドカリ 
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お知らせ

平成 28年度より国際島嶼教育研究センターの教員で、教員免許状更新講習を行っています。今年

度は例年通り奄美市で開催される予定でしたが、新型コロナ感染症によりオンラインで 11月 28日

（日）実施されました。講習科目は昨年度と同様に「島嶼の自然と人びと」でした。やはり新型コ

ロナの影響のため参加者は 10人と少なかったです。少人数にもかかわらず、アンケート調査による

と皆さん「大変ためになった」と回答していました。以下に講義内容、担当者および講義名を簡単

に紹介します。

講習科目名：島嶼の自然と人びと

講習内容：鹿児島県島嶼部を中心にアジア太平洋島嶼部における自然環境とそこに生活する人の
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お知らせ
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～フィールドこぼれ話～ 
持続可能性を実現できる社会のために
市川英孝（鹿児島大学法文学部法経社会学科）

脱炭素、カーボンニュートラルをキーワードに、各国が温暖化対策の取り組みを進めている。

産業革命以前と比較し温度上昇を 1.5℃以内に収めることを目標にしている。
日本政府もこの潮流に遅れないように「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにする、すなわち 2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」と宣言した。

この効果かわからないが、全国の多くの自治体でも脱炭素、温暖化対策の方針策定が急速に行わ

れている。

環境対策は一般的にはコストと捉えられ、企業にとって環境に優しいエネルギーや素材を採用

することは、企業収益に悪い影響を与えるものとこれまでは考えられてきた。しかし国連で採択

された SDGs 持続可能な開発目標 がパラダイムシフトとなり、流れを大きく変えたといえる。

SDGsと脱炭素や温暖化対策は非常に密接な関係がある。

SDGsや温暖化対策、脱炭素の取組みは喫緊の課題だ。これらの課題は複数の原因に起因し、

解決する手段としては非常な複雑性を包含している。筆者もいくつかの自治体の脱炭素、温暖化

対策、SDGsに関連する取組みに参加し、議論を進め、地域が内包する課題の解決に多少の貢献

ができればと関与している。その活動の一端で、地域の小中学校の児童に温暖化とその対策につ

いて授業をおこなった。結果としては、一番伝えたいことはあまり伝わらず、力不足を感じた。

ただ低学齢期から環境問題について考える機会を与えることはとても重要だと理解する。

海洋におけるプラスチック問題がメディアに取り上げられた際に、多くの人に衝撃を与えた。

ここで重要なのは、われわれが便益を受けた行為に対して、地球にどのような影響を与えるのか

を想像することである。プラスチックを利用することで、われわれの生活に快適性を提供した半

面、それは自然に帰るものではなく、投棄がどのような結果を導くのか。

東南アジアの国々を訪れると多くのプラスチック類が使用されている。使用される理由は、先

進国で利用されてきた理由と同じだ。路上や河川に棄てられたままになっている。日本ではそこ

までゴミが路上に投棄されていない。しかし最近は不織布のマスクをよく見る。そのゴミの放置

がどのような結果をもたらすのか。大人は見本になるべきであり、子供が早い段階で地球環境に

関心を持つよう仕組みを考えるべきだ。『三つ子の魂百まで』ではないが、習慣の変容をもたら

すことが重要である。

脱プラで紙ストローを初めて見たのは2019年12月のベトナム首都ハノイ空港にあるカフェで

あった。

出展：国連開発計画（UNDP）HP 写真：中学生への温暖化対策の筆者による

授業風景 南日本新聞社提供
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編集後記

1月 16日 0時過ぎ、スマホがけたたましくなった。直後に特任助教の宋さんから電話。「何で今

時?」と電話に出ると、「先生！津波！テレビ見て！」。テレビをつけると「津波警報」などが北海

道から沖縄まで。特に奄美群島がひどかった。それから宋さんと 7 時半ごろまで避難所待機。運よ

く大きな津波はなかったが、着の身着のままで家を出たため、いい避難訓練になった。冬でも半袖

一枚で出ない、長い靴下をはく、毛布は必要かも。夏は蚊取り線香も必須、などなど（高宮広土）。
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『世界島めぐり』
第六回 ポンペイ島 ミクロネシア連邦

（Pohnpei Island, Federated States of Micronesia）

遠城道雄（鹿児島大学農学部）

4州からなるミクロネシア連邦の首都がある島。太平洋戦争当時、日本が委任統治をしており、
南洋庁国民学校も設置されていたことから、多くの日本人が住んでいた。熱帯海洋性気候で気温

は１年を通じて平均 27-28℃と一定で、雨も多い。多様な熱帯植物が生育し、ヤムイモやパンノ
ミが栽培され、現在も残っている酋長制の儀式などに利用される。

写真 1 写真 2 写真 3

写真 1：酋長に献上
されるヤムイモ（左）と

パンノミ

写真 2：蒸し焼き調理
されたパンノミ

写真 3：離島部で育つ
ココヤシ

ミクロネシア連邦

ポンペイ島


